
長野市の人口と世帯数
総　数	 371,997人（男180,464人　女191,533人）
　前月比       △319人（      △155人          △164人）
世帯数	 163,334世帯（前月比       △116世帯）

（令和3年10月1日現在）

◦加藤市長退任のあいさつ………… 2・3
◦長野地域連携
　　中枢都市圏の取り組み………………4
◦皆さんの意見を募集……………………5
◦地域きらめきニュース…………………5
◦いじめの未然防止と早期発見…………6
◦財政の健全化判断比率の公表…………7
◦特殊詐欺に気を付けよう………………7
◦人生会議を始めよう……………………8
◦認知症サポーターの活動………………9
◦児童虐待の防止…………………………9
◦消防だより…………………………… 10
◦女性に対する暴力のない社会を…… 11
◦生活困窮者自立支援………………… 11
◦感染症の予防………………………… 12
◦お酒との上手な付き合い方………… 12
◦肺を守ろう…………………………… 13

◦いい歯を守ろう……………………… 13
◦食中毒の予防………………………… 14
◦血管の健康を守ろう………………… 15
◦信州新町化石博物館 企画展 ……… 15
◦国民年金の手続き…………………… 16
◦青少年健全育成作品コンクール
　　最優秀作品の紹介………………… 17
◦おひざで絵本事業…………………… 17
◦まきストーブの適切な使用………… 18
◦灯油の流出事故の防止……………… 18
◦長野デザインウィーク……………… 19
◦集客プロモーション
　　パートナー都市からのお知らせ… 19
◦ＷＥリーグ開幕！…………………… 20
◦長野市風景画展……………………… 20
◦くらしのチャンネル………… 21 ～ 31
◦長野市景観賞………………………… 32

　長野吉田高校戸隠分校「そば部」の

皆さんが、8月に開催された「全国高

校生そば打ち大会」団体部門で初優勝

などの見事な成績を収めました。昔

ながらの伝統の技「一本棒丸のし」を

継承しながら、ボランティア活動な

どの社会貢献にも力を入れています

（関連記事を5ページに掲載）。

も　　　く　　　じ そば打ちの伝統を大切に守ります
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2
期
8
年
の
市
政
運
営
を
終
え
て

長
野
市
長

　
加 

藤 

久 

雄

退
任
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
様
に
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、平
成
25
年
11
月
の
初
登
庁
以
来
、公
約
に
掲
げ
た
「
守
る
」「
育
て
る
」「
つ

な
ぐ
」
を
政
策
の
3
本
の
柱
に
据
え
、
元
気
な
長
野
市
を
目
指
し
て
市
政
運
営
に
邁

進（
ま
い
し
ん
）し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
8
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
市
長
就
任
後
、
ま
ず
「
市
民
は
お
客
さ
ま
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
し
、
市
役
所
は
市
民
の
た
め
に
あ
る
と
い
う
意
識
付
け
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
上
で「
こ
ど
も
未
来
部
」「
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
」な
ど
を
設
置
し
、

行
政
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
機
構
改
革
を
進
め
る
と
と
も
に
、
各
支
所
に
「
地
域
き
ら

め
き
隊
」
を
配
置
す
る
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
前
回
の
善
光
寺
御
開
帳
で
は
、「
日
本
一
の
門
前
町
大
縁
日
」
を
開
催
し
、

長
野
駅
か
ら
善
光
寺
ま
で
の
間
が
１
９
９
８
年
の
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
来
、

大
変
に
ぎ
わ
っ
た
こ
と
は
1
期
目
の
大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
は
、
本
市
に
と
っ
て
も
大
き
な
課
題
で
あ
り
、「
カ

ム
バ
ッ
ク 

t
o 

な
が
の
」
を
合
言
葉
に
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進
し
、
就
職
や
結
婚

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
市

政
運
営
を
行
う
た
め
、
健
全
財
政
の
維
持
や
、
将
来
の
財
政
見
通
し
の
見
え
る
化
、

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
を
推
進
い
た
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
の
た
め
、
長
野
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の
拡
充
や
こ
ど
も
相

談
室
の
設
置
な
ど
に
よ
り
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
関
す
る
切
れ
目
な
い
子
育
て
施

策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
「
し
な
の
き
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、「
知
・
徳
・
体
」
の
一
体
的
な
育
成
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
人
生
１
０
０
年

時
代
を
迎
え
る
中
、「
な
が
の
ベ
ジ
ラ
イ
フ
宣
言
～
は
っ
ぴ
ー
か
み
ん
ぐ
1
・
2
・

▲��令和元年東日本台風災害の復旧・復興には、�
多くの皆様のご協力をいただきました

▲�加藤市長は、朝の出勤時にジョギン
グや柔軟体操などを行ってきました

▲�令和3年4月、東京2020
オリンピック聖火リレー
が行われました

▲�令和元年5月、第3回ながの
獅子舞フェスティバルを開催

▲�令和3年2月、都市計画道路「北部
幹線」長野高専南から古里小学校
交差点までの区間が開通
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30（
い
ち 

に 

さ
ん
じ
ゅ
う
）」
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
と
合
わ
せ
、
高
齢
者

の
就
業
支
援
や
、
デ
ィ
ス
コ
ダ
ン
ス
な
ど
を
取
り
入
れ
た
フ
レ
イ
ル
予
防
な
ど
に
よ

り
、
高
齢
者
の
意
識
の
転
換
が
進
ん
だ
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ク
ゥ
エ
ア
を
中
心
と
す
る
善
光
寺
表
参
道
や
長
野
市
芸
術
館
で

は
、「
表
参
道
芸
術
音
楽
祭
」「
な
が
の
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」「
伝
統
芸
能
こ

ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」「
な
が
の
子
ど
も
・
子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
民
間
主
催
の
公
演
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
長
野
県
立
大
学
の
開
設
と
長
野
清
泉
女
学
院
大
学
お
よ
び
長
野
保
健
医
療
大
学

の
看
護
学
部
の
設
置
を
支
援
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
内
の
大
学
収
容
力
が
40
パ
ー
セ

ン
ト
に
向
上
し
た
こ
と
も
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
県
都
・
長
野
市
の
市
長
と
し
て
長
野
県
全
体
の
リ
ー
ド
役
に
な
る
こ
と
に

も
努
め
ま
し
た
。
市
長
に
就
任
し
た
当
日
に
、
当
時
の
菅
谷
松
本
市
長
を
訪
ね
、
両

市
が
連
携
協
力
し
て
、
県
内
市
町
村
の
結
束
を
図
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
人
口
減
少
が
進
む
中
で
も
、
長
野
を
元
気
に
す

る
と
い
う
私
の
使
命
を
果
た
し
て
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

2
期
目
の
途
中
で
発
生
し
た
令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
で
は
、
市
内
各
所
が
甚

大
な
被
害
を
受
け
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延

（
ま
ん
え
ん
）に
よ
り
、
市
民
の
生
命
と
健
康
が
脅
か
さ
れ
、
社
会
経
済
活
動
が
大
打

撃
を
受
け
た
こ
と
は
、
本
市
に
と
っ
て
ま
さ
に
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
で
あ
り
ま
し
た
。

台
風
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
は
、
被
災
し
た
市
民
の
皆
様
の
強
い
意
志
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
熱
意
に
よ
り
、
着
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
に
つ
き
ま
し
て
も
、
医
療
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、
医
療
・
検
査
・

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
体
制
が
構
築
さ
れ
、
11
月
中
に
は
希
望
す
る
市
民
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
完
了
す
る
見
通
し
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
試
練
を
乗
り
越
え
つ
つ
あ
る
も
の
と
受

け
止
め
て
い
ま
す
。

来
年
に
は
、
1
年
延
期
と
な
っ
た
善
光
寺
御
開
帳
が
控
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
を
礎
と
し
て
、
希
望
あ
る
未
来
に
向
け
、
長
野
市
が
さ
ら

な
る
発
展
を
遂
げ
ら
れ
ん
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
様
か
ら
賜
り
ま
し
た
ご
支
援
と
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▲�平成27年4・5月に、中央通り�
周辺で開催された「日本一の�
門前町大縁日」

▲�平成28年4月、各支所に
「地域きらめき隊」を配置

▲�平成29年11月に行った、生活
習慣病予防の行動宣言
　�「ながのベジライフ宣言
　〜はっぴーかみんぐ1．2．30」

▲�平成30年初開催の「長野デザインウィーク
〜善光寺表参道イルミネーション」

▲�平成28年1月、市役所新第一
庁舎が開庁しました



広報ながの　2021.11 4

長野市と近隣市町村が連携して地域の活性化に取り組みます
市では、人口減少、少子・高齢化社会においても一定の人口を有し、活力ある地域経済を維持

するため、近隣の市町村（須坂市、千曲市、坂城町、小布施町、高山村、信濃町、小川村、飯綱町）
と、平成28年から「長野地域連携中枢都市圏」（以下「長野圏域」という）を形成しています。

●長野地域連携中枢都市圏とは
長野圏域の住民が安心して快適に暮らしていけるよう、それぞれの市

町村がお互いの強みを活（い）かし、弱みを補いながら、力を合わせて地
域経済の活性化や住民サービスの向上に取り組む仕組みです。長野市と
各市町村が、連携する事業を定めて1対1で協約を結んでいます。
●第二期長野地域スクラムビジョン
　令和3年4月に、令和3年度から令和7年度までの5年間の取り組みを
示した「第二期長野地域スクラムビジョン」を策定しました。

1 目指すべき圏域の将来像
誰もが自分らしく活躍できる活気に満ちた圏域
～伝統を繋（つな）ぎ、革新で未来を拓（ひら）く～

3 取り組みの方向性と主な連携事業

2 中長期的な将来の目標人口
2040年の圏域人口476,000人以上
〔参考：人口543,424人（2015年）〕

【第二期長野地域スクラムビジョンの概要】

【取り組みの方向性】
・先端技術を積極的に活用した都市基盤の整備や、ス

マートなまちづくりに取り組む。
・高等教育機関等との連携を推進し、多様な人材の育成

に取り組む。

【主な連携事業】
農業の新たな担い手育成事業
・長野市農業研修センターを利用することで、農業の新

たな担い手を長野圏域全体で育成・支援

【取り組みの方向性】
・気候変動に足元から取り組むとともに、災害に備えた

地域間連携を強化する。
・地域資源を活かしながら、スポーツを軸とした地域づ

くりに取り組む。
・定住人口・関係人口の拡大を図り、地域を支える人材

を確保する。
・SDGｓを推進し、持続可能な社会の実現を目指す。

【主な連携事業】
公共交通利便性向上事業
・バス共通ＩＣカード「ＫＵＲＵＲＵ（くるる）」の利用可

能範囲を拡大し、長野圏域の自治体が共通して利用で
きる環境を整備
移住・定住促進事業
・移住に関するセミナー等を合同開催し、長野圏域の魅

力を発信

問企画課　蘂224-5010　FAX224-5103　 kikaku@city.nagano.lg.jp

【主な連携事業】
就職情報サイト「おしごとながの」活用等地域
への就職支援事業
・地域への就職支援の強化を図るため、長野地域若者就

職促進協議会が運営する情報サイト「おしごとながの」
の活用を通じた長野圏域への就職支援強化

【取り組みの方向性】
・産学金官民の連携を強化し、自然循環と経済発展を両

立させる新たな産業の創出に取り組む。
・先端技術等を活用し、新規就業者の確保に取り組む。
・「新しい生活様式」に対応した観光や地域資源の活用方

法を検討する。






